
令和７年度  教 育 計 画 

                     八幡浜市立川上小学校 
学校番号 ０３０ 

校長名 玉岡 真史 
 

学級数 

５ 

（１） 
児童数 ２９ 教職員数 ８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・基礎・基本の徹底 

・分かる楽しさを実感 

・読書習慣の確立 

・ＩＣＴの有効活用 

・さきどり挨拶 

・適切な判断力 

・心の教育の推進 

・交流を通じた体験活動の推進 

・やりとげる心 

・健康な体づくり 

・生活習慣の確立 

※早寝・早起き・朝ごはん 

【学校の教育目標】 

 

さきどり挨拶・無言清掃・+1 

元気 やる気 本気 

大好き！ふるさと 川上 

地域の協力 
（学びの広がり・深化） 

信頼される学校 
（学びの基礎づくり） 

家庭の協力 
（生活の基礎づくり） 

学校運営協議会 
（コミュニティ・スクール） 



重 

点 

目 

標 

１ 児童一人ひとりの特性を理解し、明るく楽しく元気よく活動する児童を育てる。 

⑴ 全教職員で情報を共有し、よさや可能性を認める生徒指導体制を確立する。 

 ⑵ 自己肯定感や自己有用感を育むとともに、仲間意識に支えられた集団づくり 

を進める。また、地域との交流の機会も広げ、共に生きる力も育てる。 

⑶ 一人一人の特性に応じた指導計画を立て、適切な指導と支援の充実に努め 

ることで、児童の健全育成の推進及び特別支援教育の充実を図る。 

２ ふるさとのよさや伝統を学び、ふるさとに誇りを持つ児童の育成に努める。 

 ⑴ 家庭・地域と連携し、ふるさとのよさや伝統を学び、ふるさとに誇りを持ち、 

ふるさとに貢献しようとする児童を育てる。 

⑵ 学校運営協議会をはじめとする関係諸機関や地域の人材と連携を深め、地域の 

環境や資源を生かしたふるさと学習を充実させる。 

３ 少人数・複式学級の経営を充実させ、確かな学力の定着に努める。 

⑴ これまで積み上げてきた複式学級の指導法にＩＣＴの活用や体験活動を組 

み合わせ、共に学び、高め合う児童を育成する。  

⑵ 個に応じたきめ細かな指導や「対話」を重視した授業づくりに努め、「主体 

的・対話的で深い学び」の充実を目指す。また、授業を通して協働する中で、 

自分と異なる他を尊重し、共に課題解決するために必要な資質・能力の素地 

を育成する。 

４ 現職教育   

⑴ 学習指導要領のねらいの実現に向け、研究の視点を明確にし、組織的、計画的 

な研修の充実を行い、学力の向上を目指す。 

⑵ 個別指導と協働学習における効果的なＩＣＴの活用について研修を深め、教科 

指導等に位置付ける。また、ＩＣＴ支援員を効果的に活用する。 

 ⑶ キャリア教育について研修を深め、教育活動全体を通して、実践的・体験的な 

キャリア教育を推進する。 

管 

理 

運 

営 

１  人的管理 

⑴ ライフ・ワーク・バランスを大切にし、支え合う職場づくりを推進する。 

⑵ 正確で迅速な報告・連絡・相談を徹底し、組織の機能化・活性化を図る。 

⑶ 服務規律の遵守、危機管理意識の徹底、健康管理の推進に努める。 

２ 物的管理 

⑴ 豊かな心を育み、温かみがあり潤いを感じる教育環境づくりに努める。 

⑵ 危機管理体制を整備し、潜在危険箇所の除去と安全管理の徹底を図る。 

３ 事務管理 

⑴ ＩＣＴを活用し、事務処理の簡略化と適切な文書管理に努め、業務時間の 

短縮を行う。また、教職員の意識改革を行い、会議の時間短縮を行う。 

⑵ 個人情報の厳正な管理及び情報公開に対応した公簿等の適切な処理・管理 

に努める。 

本 

校 

教 

育 

の 

特 

色 

○ 昨年度創立１５０周年を迎えた歴史のある小学校である。神楽や田植えなど地

域の伝統や人材、自然を学校教育に取り入れ、ふるさとのすばらしさを実感するこ

とによって郷土愛を育むことができている。また、地域の農業・漁業従事者とも連

携したふるさと学習も充実している。今年度末で閉校を迎えるが、今年度も継続し

て、ふるさとを実感できる活動を推進し、より一層の充実を図っていく。 

○ 小規模校であるため、異学年の児童、教師、保護者、地域の方々など、様々な人

との対話ができる活動を工夫することで、自己の考えを広げ、深めるともに、協働

による課題の解決や学力向上、人間関係づくり等の様々な教育活動の充実に生かす。 


